
　

町
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
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共
育
の
架
け
橋
、

明あ

し

た日

へ

の

ま
ち
づ
く
り

子
育
て

支

援

教
育
環
境

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

歴
史
・
文

化
・
芸
術

成
長
と
、
若
者
世
代
が
結
婚
・
出

産
、
子
育
て
に
希
望
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
第
３
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

出
産
祝
金
を
は
じ
め
、
保
育
料

の
無
償
化
、
乳
幼
児
家
庭
子
育
て

応
援
金
の
支
給
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
無
償
化
な
ど
町
独

自
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
は
、
病
後

児
保
育
の
継
続
の
ほ
か
、
令
和
８

年
度
か
ら
は
保
護
者
の
就
労
要
件

を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
）
を
開
始
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
談
支
援
の
充
実
・
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
の
対
応
を
強
化
し
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
利
用
促
進
と
気
軽
に

相
談
で
き
る
関
係
性
の
構
築
を
図

り
ま
す
。
こ
ど
も
園
の
入
園
児
に

つ
い
て
は
、
食
事
・
運
動
・
睡
眠

な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定

着
、
肥
満
、
口
腔
や
目
の
健
康
対

策
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
令

和
８
年
度
か
ら
は
幼
児
の
成
長
過

程
で
発
達
障
害
が
認
知
さ
れ
る
時

期
で
あ
る
５
歳
児
を
対
象
と
し
た

健
康
診
査
を
新
た
に
行
い
、
適
切

な
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
思
春
期
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
が
性
や
妊
娠
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
自
ら
健

康
管
理
に
努
め
る
「
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」
に
つ
い
て
、
学

校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組

み
ま
す
。

　

中
学
校
生
徒

の
学
習
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が

購
入
か
ら
６
年
が
経
過
す
る
た
め

最
新
の
も
の
に
更
新
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
を
最
大
限
活

用
す
る
た
め
、
学
習
用
ソ
フ
ト
の

充
実
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
開
設
し

た
「
学
び
あ
い
ラ
ン
ド
」
を
軸
に
、

授
業
だ
け
で
は
学
べ
な
い
多
様
な

教
育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
児

童
生
徒
の
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
学
び
の
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

併
せ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
学
校

運
営
に
参
画
す
る
「
学
校
運
営
協

議
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」
と
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し

た
「
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
」

を
両
輪
と
し
た
学
校
と
地
域
の
協

働
・
連
携
を
推
進
し
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市
部
の
子

育
て
世
帯
が
「
お
試
し
移
住
」
を

し
な
が
ら
、
本
町
の
教
育
環
境
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
教
育
留

学
事
業
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
も

含
め
た
関
係
人
口
の
創
出
と
将
来

的
な
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

を
継
続
し
、
安
全
で
安
心
な
給
食

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

西
会
津
高
校
の
支
援
と
し
て
、

令
和
８
年
度
か
ら
「
介
護
人
材
育

成
」
の
取
組
み
が
本
格
化
す
る
こ

と
か
ら
、
学
校
や
関
係
機
関
と
の

連
携
・
活
性
化
に
向
け
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

生
涯
を
通
し

た
生
き
が
い
づ

く
り
の
た
め
、

講
座
の
開
催
や
発
表
の
機
会
を
設

け
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
性

を
も
っ
て
生
涯
学
習
に
取
り
組
め

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

運
動
を
習
慣

化
す
る
た
め
、

気
軽
に
取
り
組

め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
推
進
し
、
ふ
く
し
ま

駅
伝
や
軟
式
野
球
大
会
な
ど
の
市

町
村
対
抗
競
技
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
主
体
的
に
活
動
す
る
団
体

へ
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

成
果
を
発
表

で
き
る
機
会
を

設
け
る
と
と
も

町政方針
令和８年度令和８年度

に
、
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
の
準
備
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
伝
統
芸
能
の
継
承
と
芸
術
文

化
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

町政執行にあたっての基本町政執行にあたっての基本方方針針
　令和８年度は、西会津町総合計画（第５次）に基づき、各種事業を令和８年度は、西会津町総合計画（第５次）に基づき、各種事業を
総合的に実施します。特に、人口減少対策の３本柱として「幸福度の総合的に実施します。特に、人口減少対策の３本柱として「幸福度の
向上」「交流機会創出」「持続可能性」を事業推進の基本的な考え方に向上」「交流機会創出」「持続可能性」を事業推進の基本的な考え方に
据え、デジタル戦略の着実な実行とＳＤＧｓの推進により町民の皆さ据え、デジタル戦略の着実な実行とＳＤＧｓの推進により町民の皆さ
んの幸福度（ウェルビーイング）の向上に向け取り組みます。んの幸福度（ウェルビーイング）の向上に向け取り組みます。
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健

康

づ
く
り

ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
情
報
発
信

と
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
に
し
あ
い
づ
観
光
交
流

協
会
と
連
携
し
て
観
光
資
源
の
環

境
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｒ
動

画
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
資
源
の
活

用
、
新
し
い
源
泉
と
な
っ
た
温
泉

健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
な
ど

を
発
信
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
向
け
た
地
域
の
魅
力
発
信
事

業
」
を
実
施
し
、
新
た
な
観
光
需

要
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
み
、

西
会
津
応
援
大
使
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
な
が
ら
更
な
る
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

お
試
し
移
住

住
宅
の
さ
ら
な

る
活
用
や
暮
ら

　

８
年
目
を
迎

え
る
「
さ
す
け

ね
ぇ
輪
」
の
健

康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
「
第
14
回
健
康

寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」

で
「
生
活
習
慣
病
予
防
分
野　

厚

生
労
働
大
臣　

最
優
秀
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鎌
田
實

先
生
や
奥
知
久
先
生
な
ど
か
ら
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
住
民

同
士
の
「
つ
な
が
り
の
豊
か
さ
」

を
活
か
し
た
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
で
す
。
今
後
も

「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」「
つ
な
が

り
」
の
３
つ
の
健
康
に
よ
る
「
さ

す
け
ね
ぇ
輪
」
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、健
康
づ
く
り
の
体
操「
さ

す
け
ね
ぇ
輪
音
頭
」
や
「
ラ
ジ
オ

体
操
」
の
普
及
に
向
け
地
域
に
出

向
い
て
実
技
講
習
す
る
ほ
か
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の
活
用
な
ど
運

動
習
慣
の
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

　

食
育
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
児

童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
食
に
つ

い
て
学
ぶ
体
験
型
の
学
習
活
動
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
８
年

度
は
新
た
な
食
育
計
画
策
定
の
た

め
栄
養
調
査
の
実
施
と
結
果
に
関

す
る
講
演
会
の
開
催
な
ど
、
町
内

企
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
広
く

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

健
（
検
）
診
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
健
診
結
果
を
理
解
す
る

機
会
の
充
実
と
二
次
健
診
の
受
診

勧
奨
の
強
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
に
つ
い
て

も
広
く
周
知
し
、
受
診
費
用
の
負

担
軽
減
と
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
重
要
課
題
で
あ
る
飲
酒
や
喫

煙
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代

や
働
き
盛
り
世
代
を
対
象
と
し
た

健
康
教
室
の
実
施
な
ど
健
康
被
害

に
関
す
る
意
識
付
け
や
、
生
活
習

慣
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

医

療

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
制
度

で
は
、
令
和
８
年
度
よ
り
国
の
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
子
育
て

世
帯
を
支
え
る
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
」
制
度
が
導
入
さ
れ
る

た
め
新
た
に
保
険
料
が
賦
課
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
料
・
率
が
改
定
と
な
り
増

額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、
国
民

健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
追
加
増

額
と
な
る
た
め
、
適
正
な
賦
課
・

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

本
町
の
国
保

診
療
所
は
歯
科

を
除
く
町
内
唯

健
康
で
生
涯

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

多
様
性
の
ま
ち
づ
く
り

移
住
・
定
住

し
体
験
ツ
ア
ー
・
首
都
圏
で
の
移

住
相
談
な
ど
、
移
住
者
に
寄
り

添
っ
た
質
の
高
い
支
援
と
情
報
発

信
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
Ｚ

Ｅ
Ｎ
大
学
を
は
じ
め
各
大
学
や
関

係
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
関
係

人
口
の
創
出
と
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
適
切

な
維
持
管
理
を
行
い
、
入
居
者

の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
と

快
適
な
住
環
境
の
提
供
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
若
者
向
け
住

宅
の
整
備
に
向
け
た
動
き
を
進
め

移
住
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
」
で

は
、
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
に

よ
り
安
定
的
な
雇
用
環
境
と
移
住

者
の
就
業
の
受
け
皿
の
創
出
を
目

指
し
ま
す
。

　

後
継
者
対
策
（
結
婚
支
援
対

策
）
で
は
、
後
継
者
対
策
実
行
委

員
会
や
企
業
・
団
体
な
ど
と
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
福
島
県

が
運
営
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
「
は
ぴ
福
な
び
」
の
利
用
促
進
、

結
婚
世
話
や
き
人
の
確
保
・
育
成

を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
祝

金
や
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
よ

り
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

関
係
市
町
村
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

商
工
業
　

除
雪
経
費
の

支
援
や
人
材
確

保
の
支
援
を
含

め
た
「
企
業
支
援
補
助
金
」
な
ど

の
補
助
金
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」・「
創

業
支
援
事
業
」
な
ど
に
よ
る
町
内

企
業
の
支
援
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
町
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら

「
事
業
承
継
」
に
つ
い
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

力
強
化
・
開
発
販
売
戦
略
を
推
進

し
ま
す
。
町
内
産
地
を
見
て
ま
わ

る
「
西
会
津
お
米
産
地
ツ
ア
ー
」、

都
内
に
お
い
て
は
町
の
フ
ァ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
「『
日
本

の
田
舎
、
西
会
津
町
。』
ナ
イ
ト
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
西
会
津
フ
ァ

ン
の
増
加
を
図
り
、
町
の
認
知
度

向
上
と
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
ま
す
。

観
光
・
交
流
　
「
西
会
津
な

つ
か
し
ｃ
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
」や「
西

会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
西
会

津
雪
国
ま
つ
り
」
な
ど
町
内
外
か

ら
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
イ
ベ

農
林
業
　

担
い
手
の
減

少
や
鳥
獣
被
害

の
拡
大
、
資
材

な
ど
の
価
格
上
昇
に
加
え
異
常
気

象
に
伴
う
米
の
品
質
低
下
な
ど
、

農
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年

度
は
、
持
続
可
能
な
町
農
林
業
の

成
長
を
実
現
す
る
た
め
「
西
会
津

町
農
林
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
「
米
」「
ミ
ネ
ラ

ル
栽
培
野
菜
」「
菌
床
キ
ノ
コ
」

の
振
興
を
町
農
業
の
３
本
柱
と
し

て
各
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
西
会
津
産
米

　

持
続
可
能
な
生
産
振
興
に
向
け

た
西
会
津
産
米
生
産
力
強
化
事
業

の
ほ
か
、
水
田
土
壌
診
断
事
業
、

西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
な
ど
良
食
味
米
の
産
地

化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
お
よ
び
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◎
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
野
菜

　

安
心
安
全
な
野
菜
を
生
産
・
販

売
で
き
る
体
制
を
目
指
し
、
土
壌

診
断
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
単
収
向

上
の
た
め
の
土
壌
病
害
虫
薬
剤
購

入
補
助
事
業
、
糖
度
測
定
器
に
よ

る
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
品
質
と
価
値

向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
菌
床
キ
ノ
コ

　

産
地
化
に
向
け
、
生
産
者
の
支

援
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

◎
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

ク
マ
の
大
量
出
没
に
よ
り
人
的

被
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
や
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
に
よ
る

農
業
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
鳥
獣
被
害
対
策

専
門
員
を
配
置
し
、
鳥
獣
に
よ
る

被
害
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
捕
獲
従
事
者
を
対
象
と

し
た
支
援
制
度
や
捕
獲
報
償
金
な

ど
に
よ
る
従
事
者
の
確
保
に
努

め
、
住
民
生
活
の
安
全
安
心
に
努

め
ま
す
。

◎
野
生
鳥
獣
肉
（
ジ
ビ
エ
）

　

町
の
新
た
な
資
源
と
し
て
ジ
ビ

エ
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、

出
荷
制
限
の
解
除
や
食
肉
処
理
加

工
施
設
整
備
に
向
け
、
国
や
県
・

地
域
資
源
を

誇
り
・
繋
ぎ
・
育
て
る

ま
ち
づ
く
り

一
の
医
療
機
関
で
あ
り
、
町
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
全
般
を
担
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
度
も
引
き

続
き
常
勤
医
師
３
名
に
よ
る
診
療

体
制
の
維
持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

の
運
用
に
よ
り
、
待
ち
時
間
の
短

縮
や
診
療
情
報
の
一
元
化
・
集
約

化
な
ど
医
療
事
務
の
効
率
化
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
会
津
医
療
セ

ン
タ
ー
や
民
間
病
院
に
非
常
勤
医

師
の
派
遣
を
引
き
続
き
要
請
、
整

形
外
科
な
ど
の
診
療
を
継
続
し
、

安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
整
備
と

安
定
し
た
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
ま
す
。
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「日本の田舎、西会津町。」
を未来へつなぐため
町民の皆様とともに
歩 み を 進 め る。
　

町議会３月定例会で薄友喜町長が
所信を述べました。

　

ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
事
業

を
さ
ら
に
推
進

令和８年度町政方針

情
報
通
信

消
防
防
災

安
全
対
策

行
財
政

運

営

協

働

の

ま
ち
づ
く
り

自

然
・

環
境
保
全

　

農
道
や
林
道
に
つ
い
て
も
、
そ

の
開
設
目
的
に
沿
っ
た
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

　

国
・
県
道
に
つ
い
て
は
、
町
を

横
断
、
縦
断
す
る
重
要
幹
線
と
し

て
、
そ
の
整
備
や
適
正
な
維
持
管

理
を
関
係
機
関
へ
要
望
し
ま
す
。

特
に
、
町
縦
貫
道
路
の
区
間
に
つ

い
て
は
早
期
完
成
に
向
け
た
整
備

促
進
を
積
極
的
に
要
望
し
ま
す
。

　

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
安
全

で
安
定
し
た
飲
料
水
を
供
給
す
る

た
め
、
老
朽
管
や
施
設
設
備
の
更

新
を
計
画
的
に
進
め
、
引
き
続
き

水
道
未
普
及
地
区
の
解
消
に
つ
い

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
や
最
適
整

備
構
想
な
ど
に
基
づ
き
、
施
設
の

長
寿
命
化
対
策
と
効
率
的
な
運
営

に
努
め
、
個
別
排
水
処
理
事
業
の

普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
変

革
の
促
進
で

は
、
引
き
続
き

「
デ
ジ
タ
ル
戦
略
」
を
推
進
・
有

効
活
用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
移
住
定

住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

す
る
た
め
「
日
本
の
田
舎
、
西
会

津
町
。」
を
最
大
限
活
用
し
た
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
・
地
域
活
性
化
起

業
人
の
活
用
と
地
域
産
品
の
開
発

販
売
戦
略
を
推
し
進
め
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
や
現
地
ツ
ア
ー
、

都
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
本

町
を
寄
附
先
に
選
ん
で
も
ら
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
整
え
、
自
主
財

源
の
確
保
と
西
会
津
フ
ァ
ン
の
獲

得
に
努
め
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」

に
基
づ
く
町
民

主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
一

層
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が

地
域
課
題
を
「
我
が
こ
と
」
と
し

て
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
主
体
的
に

取
り
組
む
意
識
改
革
を
し
、
持
続

雪
対
策
　

町
雪
対
策
基

本
計
画
（
第
２

期
）
に
基
づ
き

官
民
協
働
に
よ
る
克
雪
活
動
を
進

め
ま
す
。

　

町
民
生
活
に
支
障
を
来
た
さ
な

い
よ
う
引
き
続
き
道
路
除
雪
を
遂

行
し
、
除
排
雪
に
必
要
な
施
設
整

備
や
除
雪
機
械
な
ど
の
更
新
を
計

画
的
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
年

間
を
通
し
て
安
心
し
て
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
冬
期
間
の
雪
対
策

に
限
ら
ず
、
１
年
を
通
し
た
見
守

り
や
生
活
支
援
の
体
制
確
保
に
つ

い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
進
め
ま
す
。

　

町
民
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の

身
近
な
「
足
」
と
な
る
重
要
な
交

通
手
段
で
あ
る
た
め
、
各
路
線
の

利
用
状
況
の
分
析
な
ど
に
よ
り
改

善
と
車
両
の
更
新
整
備
を
行
い
、

安
全
で
効
率
的
な
バ
ス
運
行
を
行

い
ま
す
。ま
た
、西
会
津
タ
ク
シ
ー

の
撤
退
に
伴
う
住
民
の
利
便
性
の

確
保
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

良
質
な
社
会
資
本
を
将
来
へ
確
実

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
効
果
的
な
整

備
と
効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。

　

町
道
の
改
良
事
業
は
、
地
域
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
計
画
的
に
整

備
を
進
め
ま
す
。
舗
装
に
つ
い
て

は
、
路
線
の
重
要
度
や
損
傷
度
な

ど
を
勘
案
し
計
画
的
に
修
繕
を
進

め
ま
す
。

　

橋
梁
や
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
な
ど

の
修
繕
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種

点
検
結
果
と
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、
損
傷
度
や
路
線
の
重

要
度
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
計

画
的
に
修
繕
を
進
め
ま
す
。

　

令
和
８
年
度

は
、
消
防
ポ
ン

プ
軽
積
載
車
２

台
の
更
新
や
消
火
栓
の
修
繕
に
よ

り
施
設
設
備
の
整
備
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
消
防
団
の
活
動
環
境

の
見
直
し
に
よ
り
消
防
力
の
充
実

強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
県

で
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成

し
た
こ
と
に
伴
い
、
町
防
災
マ
ッ

プ
を
更
新
し
全
戸
配
付
す
る
こ
と

で
防
災
意
識
の
啓
発
と
円
滑
な
避

難
行
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

暮
ら
し
を
守
り
、

明あ

す日
を
彩
る

ま
ち
づ
く
り

共
生
・
協
創
・
自
主
・
自
立

多
彩
に
輝
く

ま
ち
づ
く
り

※
計
画
の
推
進
に
向
け
た
方
向
性

高
齢
者

福

祉
　
「
西
会
津
町

地
域
福
祉
計

画
・
西
会
津
町

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
基
づ

き
、
全
て
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
生
き
が
い
づ
く
り
や
介

護
予
防
・
重
度
化
防
止
へ
の
取
り

組
み
や
医
療
と
介
護
・
福
祉
の
ス

ム
ー
ズ
な
連
携
の
た
め
の
体
制
づ

く
り
を
引
き
続
き
強
化
し
ま
す
。

　

介
護
老
人
施
設
の
整
備
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
よ
る
検
証
と
有
利
な
財

源
を
確
保
し
、
総
合
的
な
進
捗
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
予
防

に
つ
い
て
は
初
期
対
応
を
包
括
的

か
つ
集
中
的
に
行
い
、
自
立
し
た

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
チ
ー

ム
の
機
能
発
揮
と
本
人
や
家
族

に
寄
り
添
っ
た
支
援
体
制
と
し

て
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
に
し
あ
い

づ
」
の
活
動
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

人
材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い
て

は
、
西
会
津
高
校
に
お
け
る
選
択

科
目
で
取
り
組
む
ほ
か
、
義
務
教

育
の
段
階
に
お
い
て
も
引
き
続
き

福
祉
と
介
護
に
つ
い
て
学
び
考
え

る
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

社
会
福
祉
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と

コ
ミ
ュ
ニ
ティ

と
も
に
会
員
自
ら
が
得
意
な
こ
と

や
好
き
な
こ
と
を
活
か
す
新
た
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
法
の
確
立
や
気

運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進
に
も
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
の
充
実
で
は
、
現

行
の
「
第
７
期
西
会
津
町
障
が
い

福
祉
計
画
・
第
３
期
西
会
津
町
障

が
い
児
福
祉
計
画
」
な
ど
に
基
づ

き
、
設
置
が
市
町
村
の
努
力
義
務

と
な
っ
て
い
る
「
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
町
民
の

利
便
性
の
確
保
と
支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。　

人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
集
落

機
能
の
維
持
や
活
性
化
に
向
け
、

集
落
支
援
員
な
ど
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

都
市
部
の
学
生
や
社
会
人
が
参
加

す
る
人
足
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
、
町
全
域
へ
の
波

及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
使

い
、
ご
み
の
排

出
を
減
ら
す
た
め
、
分
別
と
リ
サ

イ
ク
ル
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
は
民
間
事

業
者
と
連
携
し
、
古
布
を
は
じ
め

小
型
家
電
・
陶
器
類
の
集
団
回
収

を
行
い
、
粗
大
ご
み
の
リ
ユ
ー
ス

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
」
を
行
い
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
を
図
り
ま
す
。

　昨年８月、町民の皆様の温かいご
支援をいただき、３度目の町政運営
を担わせていただくこととなりまし
た。平成 29年の町長就任以来、一
貫して町民が主役となるまちづくり
を進めてまいりました。

　私の町づくりの基本姿勢は「初心
を忘れず、常に、町のために全力を
尽くし、町のために本気で汗をかき、
公平・公正な町政運営を実践し、町
民が主役となる町づくり」です。こ
れは３期目を迎えた今も変わること
はありません。

　この基本姿勢を保ちながら、３期
目の公約にかかげた７つの柱を基と
したまちづくりを常に念頭に置きつ
つ、令和８年度を初年度とする第５
次西会津町総合計画に掲げる町の新
たな将来像「未来を編む。幸せひろ
がる日本の田舎、西会津町。」の実
現に向け、本年も職員と一丸となっ
て取り組んでまいりますので、議員
各位並びに町民の皆様の特段のご理
解とご協力をお願い申し上げます。

生

活
・

交
通
イ
ン
フ
ラ

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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